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海中に 突入して いるので ある。 太平洋の 荒波が、 この 

水の 防波堤に つきよせ、 ぶっか リ、 噴騰 する が、 暗褐 

色の 直流す る 水勢の 凄 さは、 海の 荒波の 如き は、 なん 

の 抵抗に もなら ない ので ある。 荒波の さわぎ を 眼下に 

したがえて、 暗褐色の 一 直線の 水流 は 海面 上 数 米の 高 

さに モッ クリと はるか 水平線に 向って 長蛇の 如くに 突 

入して いる。 遠く 沖合に、 荒波が この 防波堤に 突き 

当って、 噴騰 し、 山と なって 盛り あがり、 シブキ を あ 

げて いると ころも ある。 

しかし、 より 以上に 呆れる の は、 ゴロ ゴロと、 河底 

一 面しつ きりなしに 遠雷が とどろい ている 音響で ある- 



えて、 昨日の 淵 は 今日は 瀬と なる、 と 詠歎し、 彼らの 

生活に 於て 変化の 甚 しきもの は 川の 流れで ある こと を 

素朴に 表現して いるので ある。 ジュ ウタン \パ クゲキ 

も 鉄砲す らもなかった 古代に 於て、 川の 流れが、 彼ら 

の 生命で ある 土地に 最も 大きな 変化 を 与える 怪物で 

あった こと は、 ジ ユウ タン. パク ゲキを 数度に わたつ 

て 経験した 小生に 於て すら も、 文句な しに これ を 認め 

る ことができる。 早 川口に 於て、 利根 川に 於て 胆を冷 

やし、 下って は 書物で 黄河 を 読んで 舌 を 巻いた からで 

ある。 

しかしながら、 飛鳥 川と いう もの は、 川の 幅が 三 間 



ぐらいし かないの である。 山から 流れて くる けれども、 

耳 成 山 だ の天ノ 香具 山 だ の ゥネビ 山 だのと い う 箱庭 程 

度の 小づ くりの 山から チョロ/ \ と 流れて きて、 古 

の 帝都の 盆地 を 走って いるに すぎない。 

私が 小 田 原で 胆を 冷やした 早 川 は、 谷底 を 九十 九に 

まがった 分 を 勘定しても、 全長 五 里 か 七 里ぐ らいの も 

のだろう。 けれども、 これ は、 千 来の 蘆ノ 湖から たつ 

た 五 里 か 七 里ぐ らいで 海へ 突ッ こんで しまう の だから、 

大雨 至る や、 ジュ ウタン • パク ゲキを くらった 男が 改 

めて ドギモ をぬ かれる ほどの 大きな こと を やら かすの 

である。 



と を、 この 犯人が 考えた ことがなかった という わけで 

はない。 そういう こと も 考えた ことがあ つたであろう- 

しかしながら、 真に 彼が 火 を 放った 原動力と いう もの 

は、 果して かかる 観念的な 結論から 到達した 決断で 

あつたか、 どうか は 疑わしい。 

私 は 思う に、 人々 は (立派な 文士、 学者、 社会 批評 

家、 美術家 をひッ くるめて) 焼かれた 金閣寺と いう 建 

築 物に 重点が 置かれす ぎて、 判断に 公平 を 失した の だ 

ろうと 思う。 金閣寺でなくて、 もっと 名もない 建物に 

放火した ので あったら、 彼が もっと 深遠な 放火 動機 を 

述べた てても、 まるで 犯人の 言った 言葉が 「生き物」 



として 扱われる ような、 変な 取扱い をう ける ことに は 

ならな か つたであろう。 

私 はこん な 青年 はザラ にいる と 考えて いるので ある _ 

彼 はた ぶん 変質者で、 同居人 や、 主人 筋の 人々 に 愛さ 

れず、 ひそかな 反抗 を 内攻 させて、 あげくの 放火で あつ 

たろうと 思う が、 たまたま 彼が 金閣寺に 住んで いたか 

ら、 金閣寺に 放火す るに 至った までの ことで ある。 彼 

が 田 中と いう 旧家の 使用人であった 場合に は、 田 中 家 

に 放火した であろう。 

たまたま、 このような 青年が 金閣寺に 住んで いたた 

めに 金閣寺が 焼かれた だけの ことで、 金閣寺と いう も 



彼が 女の 顔に 硫酸 をブッ かけたり、 田 中 家の 土蔵に 

放火したり、 野球選手の 腕 を 力 ミソリ で 斬った リ する 

場合であった ならば、 その 場合に応じて、 復謦の 一念 

の ほかに、 その 罪 を 犯す ことの 社会的な 責任と も 一 応 

は 闘い、 結論と して、 その 弁明 を 得て いたに 相違ない。 

たとえば、 このような 浮気女 をの さばら せる と、 さら 

に 多くの 男が 泣く であろう、 とか、 田 中 家の 財産 は 代々 

の 罪の 集積で あり、 農民の i 霄血 をし ぼって 得られた も 

ので あり、 それへの 反感であった、 とか、 彼の 右腕 は 

世間 を 欺瞞して いるから、 というよ うな。 

金閣寺の 彼 は、 対象が 国宝の 金閣寺で あつたが ため 
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私 はこれ に対して は、 方丈 記の 思想 や、 黄河の 二 千 

年 前の 名論の 方に 賛成であって、 生 ある もの は滅 する、 

木で 造った ものが 火に 焼ける の は 当然 だ。 火 や 地震と 

争う の は 愚な ことで、 今後の 人間 は 鉄と コンク リ ー ト 

で 造った 家へ 移り すんで、 木で 造った もの は、 燃えた 

り 崩れたり する に まかせて 一向に 差支えない、 という 

考えな ので ある。 私 はしかし 二 千年 前の 黄河 学者 ほど 

ャブレ カブ レ ではない ので ある。 

只 見 川上 流の 山岳地帯 を ダムに する ことと な つ て 尾 

瀬 沼 一帯の 湿原 帯が 水底に 沈む ことと なり、 日本に、 
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